
                         平成２８年３月１４日 

関係各位                             

                   東京都千代田区五番町３－１ 

                公益財団法人 発達科学研究教育センター 

                     理事長  新庄 茂方  

                                  

「発達科学研究教育奨励賞」告知のお願い 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。          

 公益財団法人 発達科学研究教育センター では別紙要領で、平成２８年度 

「発達科学研究教育奨励賞」の募集を実施いたします。        

 つきましては別紙の内容を関係各部門の方々に回覧、掲示などにて周知方 

お取り計らい下さいますよう、宜しくお願い申し上げます。         

  

なお、本件につきましてご不明の点など御座いましたら、お手数でも下記まで 

お問い合わせ下さるようお願い申し上げます。 

 

敬具 

                                     

                                     

                                     

※ お問い合わせ先                 

  〒102-0076 

    東京都千代田区五番町３番地１  

五番町グランドビル７階    

  公益財団法人 発達科学研究教育センター             

  事務局 研究助成 担当          

  電話：03-3262-9976    FAX：03-3221-7169 

Eメール uketsuke@coder.or.jp    

URL:// www.coder.or.jp 
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平成２８年３月１４日 

関係各位 

                公益財団法人 発達科学研究教育センター  

                      理事長  新庄 茂方    

                                     

 

平成２８年度「発達科学研究教育奨励賞」の募集    

                                     

 公益財団法人 発達科学研究教育センター では若手研究者を対象とした 

平成２８年度の研究助成事業である「発達科学研究教育奨励賞」を 下記要領で 

募集致します。                       

                                  

対象となる研究テーマ                          

・「幼少期の子どもの可能性を引き出し、心身の調和のとれた発達をはかること」を 

主たる研究テーマとするもの。                     

 

応募資格                                

・日本国内の研究機関に属する個人、または数人の共同研究。          

・平成２８年４月１日現在４０歳以下で、准教授職以下の方。        

・所属研究機関の代表者または指導教授の推薦が必要です。     

 

研究助成金                              

・1件当たり５０万円を上限。１０件位を予定。               

 

募集期間                               

・平成２８年４月１日（金）～平成２８年６月１日（水）（当財団宛て必着）  

 

応募必要書類                         

・研究計画書、推薦書など。 

（詳細は、本財団ホームページ(http://www.coder.or.jp) をご参照下さい。  
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参考（平成２７年度受賞の研究テーマ：１５件） 

 

 

・親の肯定的・否定的養育行動と発達障がい児の向社会的行動および内在化・外在 

化問題との関連 

・児童期の会話場面における語用論知識の発達と障害：依頼の要求表現課題を用い 

 た直接・間接発話の理解について 

・先天性中枢性低換気症候群（ＣＣＨＳ）の疾患像と発達予後への影響因子の検討 

 

・自閉症スペクトラムにおける認知機能と偏食・腸内細菌との関連 

 

・乳児は似顔絵から母親顔を認識できるか 

 

・児童期・青年期における後悔の予測・利用能力と社会的発達 

 

・他者の心的状態の理解および利用スキルの適用メカニズム 

 

・子どもが親の精神疾患を受け止める心理プロセスに関する研究 

 

・幼児における自然笑顔と作り笑顔に対する社会的期待に関する研究 

 

・養育者は身近な死から子どもに生命をどのように教えるのか―家庭での生命観教 

育に影響を与える要因の検討― 

・ＰＴＳＤにおける不安増強機構の解明 

 

・幼児の捉える感情語の意味の解明 

 

・手の視覚的認知における社会的関係性による調節機構―定型発達児と自閉症スペ 

クトラム障害児との比較― 

・ゲノム高次構造の破綻がもたらす中枢神経発達障害のメカニズム解明 

 

・自閉症スペクトラム障害児における発話と身振りの統合的理解の発達と指示語発 

話の効果 

                                  以上 


